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お問合わせ先 
 

Alicat Scientific 
 

本社 

7641 N Business Park Dr., 
Tucson, AZ 85743 USA 

info@alicat.com • alicat.com 
+1 888-290-6060 

 

インド 
 

M/s Halma India Pvt. Ltd. 
C/O Avire India Pvt. Ltd. 
Plot #A-147, Rd. #24 
Wagale Ind. Estate, Thane (West) 400604, 
Maharashtra, India 

india@alicat.com 
+91-22-46081434 

 

 

中国および東南アジア 
 

2nd Floor, Block 63, No. 
421, Hong Cao Rd, 
Shanghai, PRC 200233 
+86-21-60407398 ext. 801 

info-cn@alicat.com 
alicat.com.cn 

 

 

ヨーロッパ 
 

Geograaf 24 
6921 EW Duiven 
The Netherlands 

+31 (0) 26 203.1651 
europe@alicat.com 
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はじめに：FlowVision™ 2.0 
FlowVision 2.0™は、グラフィカルユーザーインターフェース 
(GUI) を介してAlicatの流量計・圧力計を操作するためのグラフ
ィックベースのソフトウェアです。FlowVision 2.0™はAlicat 
Scientific社のFlowVision™ソフトウェアの最新バージョンです。 

 
FlowVision 2.0™は以下の用途に使用できます。 

• Alicatデバイスからの情報へのアクセス 

• Alicatデバイスの設定変更 

• パフォーマンスの監視 

• データをログに記録 

• データのグラフ化 

• デバイス操作のスクリプト化/自動化 

• ターミナルタブを介したデバイスとの直接通信 

注：FlowVision SC™の旧バージョンの識別子およびスクリプト

は、FlowVision 2.0™では認識されません。 

 
 

 

システム要件 
• Microsoft Windows 7 SP1、

Windows 8/8.1、Windows 10、
Windows 11 

• Microsoft .NET Core 3.1* 

• インターネット接続（ウェブ経由でインストールする場合） 

• シリアルポート** 

 
 
 

 
 
* Microsoft .NET Core 3.1のダウンロードはこちら：
https://dotnet.microsoft.com/download/dotnet/3.1/runtim
e 

** 一部のコンピュータには物理的なシリアルポートが装備されていません。
USBシリアルアダプタを使用することで、仮想シリアルポートを利用できます。

! 
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▲ 

インストール 
 

以下の手順に従って、FlowVision 2.0™ソフトウェアをAlicatデ
バイスで使用するコンピュータにインストールしてください。 

警告：インストール中にコンピュータの電源を切ったり、再起動し

たりしないでください。FlowVision 2.0™が正しくインスト

ールされず、コンピュータが損傷する可能性があります。 

1. ブラウザを開き、Alicat ScientificウェブサイトのFlowVision 
2.0™ソフトウェアのページ (alicat.com/flowvision) にアク
セスします。 

2. Download FlowVision 2.0™をクリックしてファイルをダウ
ンロードします。ファイルを開いてインストールを開始します。 

 開くファイル：Setup_FlowVision_2.0_Latest.exe 

3. FlowVision 2.0™をインストールするフォルダを選択します。
デフォルトでは、プログラムはAppDataにプログラムフォルダとサ
ブフォルダを作成します。他のインストール先フォルダを使用した
い場合は、Browseをクリックして希望の保存場所へ移動し
ます。準備ができたら、Nextをクリックして次のステップに進み
ます。 

4. 画面に表示された情報を確認します。情報が正しいことを確
認したら、Installをクリックしてインストールを開始します。情
報が正しくない場合は、Backをクリックし、前のステップを見直
してください。 

5. インストールが完了したら、Closeをクリックして終了します。 

FlowVision 2.0™プログラムを起動するには、スタートメニューから
プログラムのショートカットを選択してください（Alicat Scientific 
→ FlowVision2.0™）。
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レイアウト 
FlowVision 2.0™は、お客様のニーズに合わせてレイアウトをカスタ
マイズできるモ ジュール式プログラ ムです。本セクションでは、
FlowVision 2.0™のビジュアルスペースと、ソフトウェアウィンドウおよ
びタブのカスタマイズ方法についてご説明します。 

ワークスペース、タブ 
ワークスペースはFlowVision 2.0™のメインウィンドウです（図1）。
左側のモジュールリストからソフトウェア機能にアクセスできます。タブを
開くと、ワークスペース上部のタブグループに表示されます（図2）。 

• タブをクリックすると、そのタブが展開され、ワークスペース全体に表
示されます。タブはデータ、チャート、情報へのアクセス点であり、デ
バイスの操作を可能にします。タブのタイトルをクリックすると個別に
タブを選択できます。 

• タブを閉じる場合は、タブの右側にあるCloseボタン (X) をクリッ
クします。 

• タブを分ける場合は、タブのタイトルをクリックしながらドラッグします。
切り離されたタブは、ワークスペースウィンドウから分けられます。 

モジュールパネル 
図3、図4 参照 

FlowVision 2.0™が起動すると、左側にモジュールパネルが表示さ
れます。これらのモジュールは、Alicatデバイスの操作を可能にする主
な構成要素です。 

モジュールの拡張と縮小 
モジュールをクリックすると、そのモジュールに保存されているエントリーリ
ストが表示されます。この拡張された領域には、検索バーと新しいエン
トリーを追加できる緑のプラスアイコンもあります。拡張されたモジュール
の外側をクリックすると、モジュールパネルに戻ります。 

エントリーの追加と削除 
検索バーの右にある緑色の+記号をクリックして、モジュールにエントリ
ーを追加します。モデルが追加されると、検索バーの下にある保存済
みエントリーに表示されます。エントリーは追加された順に並びます。 

• 保存済みエントリーをクリックすると、そのエントリーのタブが開きます。 

• エ ン ト リ ー に カ ー ソ ル を 合 わ せ 、 歯 車 ア イ コ ン
を クリックすると、エントリーを編集したりモジュールから削
除したりできます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

図3. モジュールパネル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図1. ワークスペース 
 
 
 
 
 
 

図2. タブグループ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

図4. 拡張されたモジュール
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タブの配置とドッキング 
タブは個別に最大化、サイズ変更、ワークスペースのさまざまな部分
へのドッキング、タブグループへの再結合が可能です。 

• タブを切り離すには、タブ名をクリックしてタブグループからドラ
ッグします。タブが切り離され、ワークスペースの残りの部分と
は別のウィンドウが作成されます。 
タブをドラッグして、切り離されたタブを画面の横にドッキン
グします。利用可能なドッキングオプションを示すオーバー
レイが画面の中央に表示されます。タブをアイコンの上にド
ラッグして、タブをその場所にドッキングします。フローティン
グアイコンが白くなり、画面の一部が赤くなったら、マウスボ
タンを放してタブをドックにドロップします。 

• タブをクリックして他のタブの上にドラッグし、マウスボタンを放す
と、エントリータブがタブグループに再結合します。または、タブ
を中央のアイコンの上にドラッグしてからマウスボタンを放します。
画面が赤くハイライトされたら、タブを放してタブグループに戻し
ます（図5）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      図5. モジュールをタブグループに再結合 
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デバイスへの接続 
FlowVision 2.0™をデバイスで使用するには、デバイスをDevicesモジ
ュールの保存項目に追加する必要があります。FlowVision 2.0™での
デバイス接続方法は、2つあります。 

COMポートを使用した接続 
図6、7、8 参照 

コンピュータのCOMポートに接続されている単一または複数のデバイスを追
加する場合は、この方法を使用します。 

1. デバイスをケーブルでコンピュータに接続し、Devicesモジュールの緑色
の+記号をクリックします。Add Deviceウィンドウに2つのオプション 
(Wired / Bluetooth) が表示されますが、Wiredを選択します。 

2. Device ID、Baud Rate、COM portを指定します。 
• 特に指定がない限り、AlicatデバイスのデフォルトのデバイスIDはAで、ボー

レートは19200です（CODAデバイスは、Modbus RTUがデフォルトの
通信プロトコルなので、デフォルトのユニットIDは1です）。 

• コンピュータにシリアルポートが内蔵されている場合、通常はCOM 1として
登録されます。USB-シリアルアダプタの場合、次に使用可能なCOMポー
ト名が決定・登録されます。 

• 接続先のCOMポート番号は、コンピュータのデバイスマネージャのPortタ
ブで確認できます。USBケーブルを使用していてCOMポート番号が不明
な場合は、コンピュータでUSBケーブルを抜き差ししてみてください。COM
ポートは抜くと消え、差し込むと再び表示されます。問題が解決しない場
合はalicat.com/support/software-drivers/のCOMポートトラブ
ルシューティングを使用するか、Alicatまでお問い合わせください。 

• 名前入力欄を空白にすると、デバイスID、モデル、シリアル番号の値を使
用して名前が作成されます。 

3. Advancedをクリックすると、デバイスが到達不能と判断するまでの待
機時間をミリ秒単位で指定する項目を追加できます。 

4. Addをクリックします。全パラメータが正しく入力されると、デバイスは
Devicesモジュールの下にエントリーとして保存されます。右上の
closeボタン (X) をクリックして、デバイスの追加を終了します。 

デバイスがFlowVision 2.0™で検出されない場合、デバイスを追加する
かキャンセルするかを尋ねる新しいウィンドウが表示されます。デバイスがコン
ピュータに正しく接続されているにもかかわらず、Devicesモジュールに表示
されない場合は、Device IDとBaud Rateの隣にある矢印をクリックし
てデバイスを検索してみてください。デバイスを検索する範囲を作成するため
の新しい検索フィールドが作成されます（図8）。また、複数のCOMポート
の 選 択 ・ 検索 も可 能で す 。 検索 機 能 が デ バ イスを 検出 す ると、
FlowVision 2.0™は接続するデバイスを選択するよう促します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図6. 緑色の+記号でデバイスを追加 

 

図7. COMポートを使用した接続 

         図8. デバイスの検索
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! 

 Bluetoothを使用した接続 
図9 参照 

お使いのAlicatデバイスにBluetooth機能があれば、以下の手順
でFlowVision2.0™にワイヤレスで接続できます。 

注 ： Bluetooth搭 載 の Alicat デ バ イ ス に は 、 FP-25お よ び

Bluetooth設定（品番に-BT）のMBユニットが含まれます。 

 
1. デバイスの電源がオンでBluetoothの範囲内にある状態で、

Devicesモジュールの検索バーの右側にある緑色の+記号
をクリックすると、Add Deviceウィンドウが表示されます。 

2. Bluetoothオプションを選択します。ウィンドウは自動的に
Bluetooth経由でAlicatデバイスのスキャンを開始します。デ
バイスが検出されると、Alicat、モデル、シリアル番号が表示さ
れます。 

3. デバイスを選択し、Addボタンをクリックします。 

4. Add Deviceウィンドウを終了するには、右上のCloseボタン 
(X) をクリックします。デバイスが追加されると、Devicesモジ
ュールの保存済みエントリーリストに表示されます。 

 
 
 
 
 
 

 

 
図9. Bluetoothを使用した接続 
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デバイスタブ 
図10 参照 

Devicesモジュールの保存済みアイテムで、デバイスの名前をク
リックしてデバイスタブを開きます。 

• デバイス名の右隣にある色付きの円は、ステータスインジケーターです。 
• デバイスが正常に通信している場合、インジケーターは緑色です。 
• エラーまたは通信していない場合、インジケーターは赤色になります。 
• デバイス名の下にはボタンが並んでおり、これをデバイスアクションパネ

ルと呼びます。 
• デバイスによっては、Reset Totalizer、Lock Screen、

Refreshなどの項目があります。 
• 左側には、デバイスをコントロールするためのボタンとフィールドがありま

す。 
• 一部デバイスには、セットポイント、ガス選択、バッチなどの項目があり

ます。 
• タブの右側には、デバイスからのライブ測定値が表示されます（デフォ

ルトでは150ミリ秒ごとに更新）。 
• デバイス情報（モデル、シリアル番号、ファームウェアのバージョン、フル

スケールレンジ）を知りたい場合は、タブの右上にある情報ボタンをク
リックします（図11）。 
 

デバイスアクション 
デバイス名のすぐ下にはデバイスアクションがあります。これらはデバイスま
たはタブ内で簡単なタスクを実行するクイック機能です。すべてのアクシ
ョンがすべてのデバイスで利用できるわけではありません。 

積算値のリセット 
積算機能 (Totalizer) が有効になっているデバイスは、デバイスを流
れる総質量と体積を追跡できます。この場合、Reset Totalizerボ
タンがアクションパネルに表示されます。 

• Reset Totalizerをクリックして積算値をリセットします。値は
確認なしで即座にリセットされます。 

• バッチされた量もリセットし、バッチが完了している場合は新しい
バッチを開始します（10ページ）。 

スクリーンのロック/ロック解除 
Alicatデバイスにスクリーンが付いている場合、FlowVision 2.0™を
使用してロック/ロック解除できます。Lock Screenオプションは、デバ
イスのアクションパネルのReset TotalizerおよびRefreshボタンの
近くにあります。 

• スクリーンのロック/ロック解除は、Lock Screenを切り替えて行いま
す。デバイスの画面がロックされている場合、アイコンの右下にチェック
マークが表示されます。 

 
 
 
 

 
図10. デバイスタブ 

         図 11. デバイス情報 

 
 
デバイスのリフレッシュ 

Refreshボタンは、手動でデバイスをポーリングし、ライブ測定値を更
新します。 

風袋引き機能 
風袋引き機能は、メーターまたは圧力計のゼロ流量を設定するもので、
コントローラーにはありません。Tareボタンをクリックして風袋引きをしま
す。風袋引きは確認なしで即座に行われます。コントローラーは、デバ
イス設定（12ページ）にある自動風袋引き機能を使用します。 

注：風袋引き機能については、ご使用のデバイスの取扱説明書

で詳しく説明しています。 

 
警告：ユニットに流れがないときのみ風袋引きを行います。デバイ

スが大気に放出されているときのみ風袋引きを行ってくだ

さい。 

 

複製 
Duplicateボタンをクリックすると、デバイスの2つ目のタブが作成され、
タブグループに追加されます。 

▲ 
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ガスの変更（マスフローデバイス） 
 

デバイスの測定するガスを変更する方法： 

1. Devicesモジュールリストからデバイスを選択し、タブを開きます。 

2. Selected Gasの下にあるドロップダウンメニューをクリックし、流しているガスまでス
クロールダウンします。 

3. 希望するガスをクリックすると、デバイスはそのガスを測定するように設定されます。 

 
注：流したいガスがリストにない場合は、続行する前にAlicatに連絡して、

ユニットがご希望のガスと互換性があるかどうかを確認してください。 

警告：ガスリストにないガスを流さないでください。デバイスの保証が無効

になり、フロー機器に永久的な損傷を与える可能性があります。

対応ガスに関するご質問は、Alicatまでお問い合わせください。 

セットポイント（コントローラー） 
図13 参照 

設定値フィールドでは、コントローラーの設定値を変更できます。セット
ポイントのタイプは、デバイスタブの選択したガスの下に表示されます。 

• セットポイントのテキストボックスに希望の値を入力してセットポイントを変更し、
Applyをクリックします。 

• Zeroをクリックしてセットポイントをゼロにリセットします。 

• デバイスの設定に入り、セットポイントタイプを変更します。Controllerタブで、
選択したセットポイントタイプを変更します。 

注：デバイスのセットポイントソースがアナログに設定されている場合、

セットポイント項目は表示されません。セットポイントソースをシリ

アル/フロントパネルに変更するには、デバイスのControllerタブ

の設定を使用します。 

積算バッチ（マスフロー/液体コントローラー） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図12. 別のガスへの変更 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図13. デバイスタブ 
（左側のセットポイントに注意） 

 

積算機能を有するコントローラーの場合、希望する量のバッチでガスを
吐出するオプションがあります。これを行うには、以下の手順を実行し
ます。 

1. セットポイントをゼロにリセットします。 

2. Totalizer Batchフィールドに希望する量を入力し、Applyをクリックし
ます。 

3. 有効なセットポイントを入力し、Applyをクリックします。 

希望する流量がデバイスを通過するとバルブは閉じますが、設定値は
保た れま す。 バ ルブ は 、バ ッ チサ イズ が ゼロに な る か 、 Reset 
Totalizerがクリックされるまで閉じたままです。定められた設定値で
Reset Totalizerをクリックすると、新しいバッチが開始されます。 

バッチの単位は、デバイス設定のMeasurementsタブにあるTotal 
Mass Unitボックスによって決定されます。 

注：積算機能が有効になっていない場合は、デバイスの取扱

説明書（alicat.com/manuals）で有効にする方法を

ご参照ください。

▲ 

! 

! 
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デバイス設定 
デバイス設定では、デバイスのさまざまな機能や要素を制御できます。
デバイス設定にアクセスするには、デバイスモジュールの保存されたエン
トリーリストのエントリー名の横にある歯車アイコン ( ) をクリックする
か、デバイスタブの右上にある歯車をクリックします。以下は、設定内
の各セクションの説明です。 

Connection（接続） 
図14 参照 

Connectionセクションは、デバイスがFlowVision 2.0™とどのよう
に通信するかを制御します。 

接続設定 
接続設定は、デバイス名、COM ポート、ボーレート、デバイス ID、ポ
ーリングレートなどを変更するために使用します。 

COM ポートまたはボーレートが変更されると、デバイスが新しい COM 
ポートに接続され、デバイス自体でボーレートが更新されるまで、デバ
イスへの接続は中断されます。 

Polling Rate（ポーリングレート）を変更すると、デバイス情報の
更新頻度が変更されます。デフォルトは150ミリ秒です。 

Measurements（測定） 
図15 参照 

デバイス設定画面のMeasurementセクションではAlicatデバイス
の測定単位、平均化、およびSTP/NTPを調整できます。 

Units of Measure（測定単位） 
Alicatデバイスで表示される各タイプの測定単位を調整できます。デ
フォルトでは、関連する測定単位のみが各ドロップダウンメニューに表
示されます。 

• 各測定タイプの下のドロップダウンメニューから新しい単位を選択し、
Applyをクリックして測定単位を変更すると、デバイスが更新され、新しい
測定単位が表示されます。 

Averaging（平均化） 
より長い時間にわたって流量を平均化することは、変動する測定値を
平滑化するのに有用です。数値は平均値の時定数（ミリ秒）に対応
し、数値が大きいほど平滑化効果が大きくなります。最大平均化時間
は255ミリ秒です。 

• Flow Avg（フロー平均）のテキストボックスのいずれかの数値を、希望
する時間（ミリ秒単位：ms）に設定してApplyをクリックすることで、平
均化を調整できます。 

 

 

 

STP/NTP（標準状態） 
マスフローを測定する場合、コントロールされた環境を反映するように
デバイスのSTP (Standard Temperature and Pressure) ま
たは NTP (Normal Temperature and Pressure) を調整で
きます。 
 
質量流量の測定単位がSLPMのような標準単位に設定されている
場合、STP設定が表示されます。しかし、測定単位がNLPMのよう
な標準単位に設定されている場合は、NTP設定が表示されます。 

• STP/NTPを調整するには、Temperature（温度）テキスト
ボックスの数値を希望の値（℃）に設定し、Pressure（圧力）
テキストボックスの数値を希望の値 (ATM) に設定した後、
Applyをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 14. Connection設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 15. Measurements設定 
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▲ 

Fluid Density（CODAデバイス） 
図16 参照 

CODAデバイスは密度を使用して体積流量を計算します。必要に応
じて標準密度を設定できます。 

• Fluid Type（流体タイプ）、Fluid（流体）、Temp（温度）を
選択して、新しい標準化密度を設定します。 

• Applyをクリックします。この密度はデバイスタブに表示され、体積流
量計算に使用されます。 

Controller（コントローラー） 
図17 参照 

Controllerセクションは、Alicatコントローラーのセットポイントソース、
自動風袋引き機能、バルブチューニングを調整します。このセクション
はメーターと圧力計にはありません。 

Control（制御） 
Controllerセクションの制御部では、コントローラーのセットポイントを
管理します。Setpoint Sourceは、セットポイントがアナログ入力、
シリアル通信、フロントパネルディスプレイ（ディスプレイがある場合）
で制御されるかを管理します。 

• Setpoint Sourceのドロップダウンメニューでソースを調整し、Apply
をクリックします。 

• Setpoint Typeのドロップダウンメニューをクリックしてセットポイントのタイ
プ（マスフロー、体積、圧力など）を選択し、Applyをクリックして調整し
ます。 

Valve Offset（バルブオフセット） 
システム内のガス圧はコントロールバルブに機械的な力を及ぼし、ガス
圧によっては、ゼロセットポイントから開く際にバルブの応答が遅くなるこ
とがあります。これを補うために、バルブオフセット（または「プリロード」）
を調整することで、積分時間を早めることができます。 

• Valve Offsetラベルの下にある数値の値を設定してバルブオフセットを
調整し、Applyをクリックします。0～100のパーセンテージ値で表示さ
れ、0はほとんどオフセットがなく、100は最大オフセットです。 

PID 
専門的なバルブチューニングが必要な場合は、デバイスのPID値を調
整する必要があります。PID値の調整により、バルブの安定性とスピー
ドが変化します。 

警告：比例バルブの調整経験がない場合、PID設定の調整を

行わないことを強くお勧めします。不適切な調整は、デ

バイスやバルブを損傷する恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図16. Fluid density設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 17. Controller設定 
 
 

• PID Type下のドロップダウンメニューをクリックし、PD/PDFまたはPDDI
を選択して、PID調整を行います。各パラメータの新しい値を以下のフィール
ドに設定してApplyをクリックします。 

 
自動風袋引き 

自動風袋引きを有効にすると、ゼロセットポイントが一定時間確立さ
れた後に風袋引きを行うようにデバイスを設定します。トグルの下にあ
るDelayフィールドは、デバイスが風袋引きを行うまでの待機時間を示
します。この待機時間は秒単位で測定されます。 
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Totalizer（マスフロー/液体デバイス） 
積算機能が有効になっているデバイスには、追加の設定がありま
す。Totalizerセクションは、積算機能がカウントする測定値、マ
スフローまたは体積を制御します。液体デバイスの場合、体積のみ
制御します。 

Memory（メモリ）設定 
図18 参照 

Memoryセクションでは、セットポイントとガス種値をデバイス
のEEPROM（Electronically Erasable 
Programmable Read Only Memory：書き換え可能な
ストレージチップやメモリーパッケージの一種で、電源がなくても記憶
情報を保持し続けられる不揮発性メモリ）に保存するかどうかを制
御します。 

1. EEPROMセクションで、各設定の右側にあるボタンをクリックして
オン/オフを切り替えます。ボタンが有効（赤色）の場合、設定は
EEPROMに保存され、デバイスの電源が入ると記憶されます。ボ
タンが無効（灰色）の場合、設定は保存されず、デバイスの電
源がオンになるとデフォルト値にリセットされます。 

2. Applyをクリックして新しい設定を保存するか、Cancelをクリック
して元の設定に戻します。 

 
Remove（デバイスの削除） 

デバイスの削除は、デバイス設定ウィンドウの左下からできます。
Removeをクリックすると確認ウィンドウが表示されます。Yesをク
リックするとデバイスが削除され、Noをクリックすると確認ウィンドウ
が閉じ、デバイス設定オプションに戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図18. Memory設定



Logs  February, 2023 • Rev. 2 • FlowVision 2.0™ user 
manual 

14  

! 

ログタブ 
データログを使用して、長期間にわたる測定データの記録を保持できます。データログは、
FlowVision 2.0™の外部で表示されるか、外部データベースに組み込まれます。 

データログの作成 
図19、20 参照 

1. データログを作成するには、Logsモジュールの検索バーの右にある緑色の+
記号をクリックします。新しいログの名前を定義して、Addをクリックします。 

2. Edit Logウィンドウが表示され、新しいログを設定できます。ステップ1で入
力したログ名が自動入力されますが、この段階でも変更可能です。 

3. 名前の下にLogging Rateがあります。デバイスが現在の状態をログに記
録する頻度を、Days（日）、Hours（時）、Mins（分）、Secs（秒）
を使って入力します。 

4. さらにその下にはLog Type（ログタイプ）オプションがあり、ログデータを書
き込むCSV File（CSVファイル）またはDatabase（データベース）か
ら選択します。 

CSV Fileを選択する場合は、Fileの下にコンピュータに書き込み権限が
あるファイルパスを指定します。赤いフォルダアイコンをクリックして、コンピ
ュータ上の保存場所を参照します。ログが有効な場合、FlowVision 
2.0™はこのファイルに継続的に書き込みを行います。ログに記録される
データの速度と量によっては、ログがハードドライブの容量を使い果たす可
能性があります。CSVファイルを分割することで、データをより管理しやす
くできます。この操作を実行する場合は、No Split（分割なし）から
Split Every（都度分割）に切り替えます。次に、ログを分割する頻
度を設定します。 

Databaseを選択する場合は、ドロップダウンメニューからデータベー
スの種類を指定します（現在対応しているのはMicrosoft SQL 
Server、MySQL Server、PostgreSQLのみです）。次に、サイン
イン認証情報とデータベース内のテーブル名を含む接続文字列を指
定します。これらのログは外部プログラムによって処理されるため、デー
タベースの種類によって分割機能が無効になることにご注意ください。 

ログが作成されたら、手動で開始する必要があります。Logsモジュー
ルの保存項目リスト内のログ名をクリックすると、保存されたログがすべ
て表示されたタブが開きます。ログの名前の横にある再生ボタンを押し
て、ログを開始します。実行中、ログのボックスは緑色に変わり、再生
ボタンは一時停止ボタンになります。一時停止ボタンを押すと、ログが
停止します（図20）。 

注：ログは手動で停止するか、プログラムが終了するまで、指定され

た間隔で実行し続けます。タブを閉じてもログは停止しません。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 図19. ログウィンドウ編集 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図20. ログタブでログを実行中 
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ログエントリーの編集 
図21、22 参照 

EntriesパネルはEdit Logセクションの下にあります。ここに項目を
追加すると、ログに記録されるデータが決まります。CSVファイルでは、
データが記録されたタイムスタンプとともに、各項目の列が作成されま
す。記録できるさまざまな項目には、多くのオプションがあります。本説
明では、ログエントリーの追加例として、Device Measurementを
使用します。さらにサポートが必要な場合は、Alicat（26ページ）に
お問い合わせください。 

1. ログに新しいエントリーを追加するには、Entriesセクションの右側
にあるAddをクリックします。 

2. エントリーのName（名前）を入力します。文字、数字、アンダ
ーバーのみ使用できます。 

3. Device Measurementドロップダウンで、記録するデバイス測
定、定数、変数、または式を選択します。このドロップダウンにより、
エントリーの他のオプションが決定され、他のエントリーはこの選択
に基づいて変更されます。本例ではDevice Measurement
を選択します。 

4. ドロップダウンメニューから、データをログに記録するDevice（デバ
イス）を選択します。有効なデバイスを選択すると、Value（値）
ドロップダウンメニューに、デバイスから収集できるデータタイプが表
示されます。 

5. Valueドロップダウンメニューをクリックし、記録する値を選択します。 

6. Unitドロップダウンメニューで、使用する測定単位を選択します。
指定した測定値のデフォルトの測定単位がValueに自動的に選
択されます。完了後Applyをクリックすると、Entriesリストにエン
トリーが追加されます。 

7. ログに記録したい各データポイントについて、手順1～6を繰り返し
ます。 

8. エントリーを追加し終わったら、Edit LogウィンドウのApplyをクリ
ックして、ログを保存します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図21. ログエントリーウィンドウ編集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図22. 記録するエントリー選択中
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チャートタブ 
チャートは、ライブデータで継続的に更新される折れ線グラフです。
チャートは複数の測定値を記録し、データを比較するための基準
点も提供できます。 

チャートの作成 
図23 参照 

FlowVision 2.0™では、データを表示するチャートを作成できま
す。ログと同様に、チャートは複数のオプションに対応しています。
以下の手順は、デバイス測定のチャートを追加するためのものです。
他のオプションのプロセスも同様ですが、さらにサポートが必要な場
合は、Alicat（26ページ）にお問い合わせください。 

1. 検索バーの右にある緑色の+記号をクリックします。 

2. 新しいチャートの名前を決めて、Addをクリックします。Edit 
Chartウィンドウ（図23）が表示され、チャートにデータ系列を
追加できます。前のステップで入力した名前が自動的に入力され
ますが、必要に応じて変更可能です。 

3. チャートにデータ系列を追加するには、Seriesの右にあるAddを
クリックします。データ系列を設定できる新しいEdit Chart 
Seriesウィンドウが開きます。 

4. Import From Data Frameをクリックすると、デバイスのシリ
アルデータフレームがポーリングされ、そこにある各項目の系列が作
成されます（データフレームの詳細については、
alicat.com/manualsのSerial Communications Primer
をご参照ください）。 

5. 必要であれば系列のName（名前）を入力します。名前が入
力されない場合、FlowVision 2.0™はデバイスと入力値タイプ
を持つ名前を割り当てます。値のタイプが複雑すぎて名前を自動
生成できない場合は、名前を手動で入力するようエラーウィンドウ
が表示されることがあります。 

6. 色の付いた四角をクリックしてウィンドウを開き、データ系列の
Color（色）を選択します。ウィンドウの外側をクリックすると、選
択した色の16進コードの前にポンド記号/ハッシュタグ (#) が付い
た色の値が設定されます。色を16進数で入力することも可能です。 

7. Device Measurementを選択します（これはLogsモジュー
ルで使用されているのと同じシステムで、各オプションには選択でき
るフィールドが異なります。本例ではDevice measurement
について説明します）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      図23. チャート編集 

 
8. Deviceメニューをクリックして、グラフ化するデバイスを選択します。

デバイスを選択すると、Valueドロップダウンメニューにデバイスから
収集可能なデータタイプが表示されます。 

9. Valueドロップダウンメニューをクリックし、チャート化する値を選択
します。 

10. Unitドロップダウンメニューをクリックして、使用可能な測定単位を
表示します。チャートに表示したい測定単位を選択し、終了後に
Applyをクリックします。系列はEdit ChartウィンドウのSeries
リストに追加されます。 

11. チャート表示する各データ系列について、ステップ3～10を繰り返
します。 

12. Edit ChartウィンドウでApplyをクリックし、プロセスを完了させま
す。チャートが新しいタブで開かれ、データの表示を開始します。 
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チャートの操作 

チャートの機能 
図24、25 参照 

チャートタブの左上（チャート名のすぐ下）にあるアイコンは、チャート
機能です。チャートの表示方法、移動方法、現在チャート上にあるデ
ータ系列に関する機能をコントロールできます。 

Rate（レート） 
デフォルトでは新しいデータは50ミリ秒ごとにチャート表示されますが、
Rateフィールドの値を調整することで、早めたり遅くしたりできます。新
しいレートは、Rateフィールドの外側をクリックすると有効になります。
チャートは、そのタブが閉じられるか、FlowVision 2.0™が終了する
まで、データを受信して表示し続けることにご注意ください。 

Auto Track X（Ｘ軸自動追跡） 
チャートはX軸を前進しデータを追跡し、常に最新のデータを表示しま
す。この機能は、Auto Track Xボタン（ ）をクリックして切り替え
られます。この機能を無効にすると、FlowVision 2.0™はX軸を前
進できなくなりますが、新しいデータを受信したりチャート表示すること
は可能です。自動追跡は、チャートの拡大・縮小中も自動的に無効
となります（拡大完了後、再び有効になります）。 

Auto Scale Y（Ｙ軸自動スケール） 
Auto Scale Y機能を使用すると、デフォルトで最小値と最大値が
常に表示されます。これにより、チャートのデータがY軸を越えて大きく
なるのを防げます。データが可視範囲を超えて大きくなると、チャートは
Y軸を引いて可視範囲にします。有効/無効を切り替えるには、
Auto Scale Yボタン（ ）をクリックします。無効にすると、チャート
のズームや移動は自由にできますが、新しいデータポイントが可視範
囲外に表示される可能性があります。 

Show Labels（ラベルの表示） 
チャートにカーソルを置くと、データ系列のラベルとその時点のチャート値
が表示されます。これはデフォルトで有効になっており、Show 
Labelsボタン（ ）をクリックしてオン/オフを切り替えられます。 

 
 
 

図25. 各チャート機能（左から）：レート、X軸自動追跡、Y軸
自動スケール、ラベルの表示、凡例の表示、Drag to Pan、
範囲セレクタの表示、X軸ズーム、Y軸ズーム 

Show Legend（凡例の表示） 
チャートの凡例の表示/非表示を切り替えるには、Show Legend
トグル ( ) を使用します。凡例の中には、チャート内の特定のエント
リーを有効/無効にするチェックボックスもあります。赤いチェックマーク
をクリックすると、その項目は非表示になりますが、その項目が表示さ
れていなくても、データはチャートに表示され続けます。 

Drag to Pan（ドラック機能） 
Drag to pan ( ) を使用すると、クリックしてドラッグすることで、X
軸に沿ってチャート表示を移動できます。この機能を使用せずに前の
データを表示する場合は、一旦ズームアウトし、目的のデータに合わせ
て再びズームインする必要があります。 

Show Range Selectors（範囲セレクタの表示） 
Show Range Selectors ( ) 機能を使用して、表示するデ
ータの範囲を指定できます。チャートデータに沿って動かせる2本の垂
直線を追加でき、この2本の線の間のデータラインが選択範囲となりま
す。この機能はデフォルトでは無効になっています。範囲セレクタの表
示を有効にするとX軸自動追跡は無効になります。範囲セレクタの
表示を有効にしたままでも、X軸自動追跡を再度有効にできます。 

ズーム機能 
図25、26 参照 

ズーム機能はチャートタブの右上にあります。 

拡大 / 縮小 
拡大・縮小したい場合は、チャートアクションパネルの拡大 ( ) と縮
小( ) ボタンを使用します。また、チャートにカーソルを合わせ、マウス
ホイールで上にスクロールすると拡大、下にスクロールすると縮小します。 

X軸ズーム / Y軸ズーム 
軸のズーム機能を有効/無効にするには、チャートタブの左上にあるX
軸ズーム ( ) またはY軸ズーム ( ) ボタンのいずれかをクリックしま
す。無効にすると、チャートはそれぞれの軸に沿ってズームしません。 

ズームのリセット 
Y軸のズームスケールを現在のデータの最小値/最大値に戻すには、
拡大/縮小ボタンの左にあるズームのリセット ( ) をクリックします。 

 
 

 
図24. チャートタブ
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Zoom to Selection（選択範囲にズーム） 
Zoom To Selection ( ) 機能は、範囲セレクタの表示機
能が有効な時に使用できます。この機能は、選択された範囲をチ
ャート表示します。この操作を行う前にX軸自動追跡を無効にし
てください。 

その他のチャートモジュール機能 
図26 参照 

チャートタブの右上には、チャートを操作するためのその他の機能が
あります。 

• 歯車アイコン（  ）をクリックして、Edit Chartウィンドウを開き
ます。このウィンドウで、このチャートのデータ系列を編集できます。 

• カメラアイコン ( ) をクリックすると、画像が保存されます。画像の
保存中にチャートが動かないように、一時的にX軸自動追跡を無
効にすることをお勧めします。 

• リフレッシュアイコン ( ) を使用すると、Y軸スケールをデータ系列
の現在の最小値と最大値にリセットできます。このボタンは、すでに
チャートに追加されている既存のデータポイントを消去するのでは
なく、表示をリセットするだけです。 

• 複製アイコン ( ) を使用すると、新しいタブに現在のチャートのコ
ピーを作成でき、同じチャートを使って2つ目のタブが開きます。一
方のチャートを操作しても、もう一方のチャートには影響しません。

 

 

図26. ズームとその他の機能（左から）： ズームのリセッ
ト、選択範囲にズーム、縮小、拡大、画像の保存、
リフレッシュ、複製



Variables  February, 2023 • Rev. 2 • FlowVision 2.0™ user 
manual 

19  

変数タブ 
Expressions （ 式 ） や Variables （ 変 数 ） は 、 FlowVision 
2.0™モジュール内で数式、方程式、データ変数を作成するためのも
のです。ログ、チャート、またはスクリプトの測定タイプオプションで選択
可能で、FlowVision 2.0™を希望するデータやプロセスに適応させ
るのに役立ちます。 

 

Variables（変数） 
図27 参照 

変 数 に は 、 Conditional Variable （ 条 件 変 数 ） 、
Numerical Variable（数値変数）、Device Variable（デ
バイス変数）の3つの選択肢があります。条件変数は真か偽の値を
保持し、数値変数は数値（整数または10進数）を保持し、デバイ
ス変数は接続されたデバイスを保持します。 

これらの変数を使用すると、式、スクリプト、その他の項目を必要に応
じてすばやく変更できます。式がカスタム変数を使用する場合、変数
を更新すると式にも影響します。これにより、同じ変数を使用する複
数の式やスクリプトを手動で更新する必要がなくなります。デバイス変
数はその場で変更でき、すべての式とスクリプトが変更に合わせて更
新されます。 

変数を作成する手順： 

1. Variablesモジュールの検索バーの右にある緑色の+記号をクリックしま
す。 

2. 新しい変数の名前を定義し、Variable Typeドロップダウンメニューから
Conditional Variable 、 Numerical Variable 、 Device 
Variable の い ず れ か を 選 択 し ま す 。 Add を ク リ ッ ク す る と Edit 
Variableウィンドウが開き、デバイスの値を定義できます（図27）。 

3. 変数の値を選択または入力後、Applyをクリックします。 

 

Expressions（式） 
すべての式は変数と見なせますが、すべての変数が式というわけではあ
りません。式はより複雑な要素であり、方程式を使用したり、目的のデ
ータポイントの特定の条件に反応するようにプログラムするものです。 

FlowVision 2.0™には、Numeric（数値式）とConditional
（条件式）の2つの式があります。Numeric Expression（数
値式）には、2進数、1進数、時間、数値を含むほとんどのものなど、
複数のオプションがあります。各オプションには、必要な情報を提供す
る式を定義・プログラムするための追加のオプションがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
新しい変数は、他の式や変数と一緒に変数リストに表示されます。変
数を編集または削除する場合は、歯車アイコンをクリックします。Edit 
Variableウィンドウが開き、Applyをクリックする前に変更できます。
Delete Variableをクリックすると、保存された項目から変数を削除
するかどうかを確認するプロンプトが表示されます。 

 

 
図27. Edit variableウィンドウ 

 

 

 

Conditional Expression（条件式）には、偶発条件を
作成するオプション（「or」や「either-or」など）があります。ア
プリに指定された条件が存在する場合、その条件に反応する式
を作成できます。特定の条件が満たされたときに、デバイスがど
のように反応するかを指示するスクリプトを作成する際に非常に
便利です。 
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以下は、摂氏を華氏に変換する式を作成する手順の一例です
（図28）。ただし、式には非常に多くのバリエーションがあるため、
ご不明な点がある場合はAlicatサポートまでお問い合わせください
（26ページ）。 

1. Variablesの検索バーの右にある緑色の+記号をクリックし
ます。 

2. 新しい変数の名前を定義し、Variable Typeドロップダウン
メニューからNumeric Expressionオプションを選択し、
Addをクリックします。変数の編集ウィンドウが開き、式の値を
定義します。 

3. 名前に「DegreesInFahrenheit」（華氏）と入力し、最初
のドロップダウンメニューから、タイプをBinary Mathに設定し
ます。これにより、オペランドのオプションを選択するドロップダウ
ンメニューが作成されます。各ボックスは、数学の方程式におけ
る括弧のセットだと考えてください。方程式の次の部分に進む
前に、ボックス内のすべての処理が実行されます。 

4. 2番目のドロップダウンメニューから、Binary Mathを再度選
択します。最初のオペランドグループは、Alicatデバイスから取
得した測定値（摂氏）に1.8を掛けたものです。 

5. 3番目のドロップダウンメニューからDevice Measurement
を選択します。右側のオプションで、使用するDevice（デバ
イス）と読み取るValue（値）を選択します。今回の例の
値は温度です。 

6. Unit（単位）を摂氏のDefault (°C) に設定します。次
に、最初のグループと次のグループを乗算 (x * y) する演算
子を選択します。2番目のグループでは、最初のオプションを定
数として設定し、1.8の値を与えます。 

7. 2番目の演算子を加算 (x + y) に設定し、値を32の
Constantにすると、式は図28のようになります。 

8. 下のApplyをクリックしてこの式を保存し、Edit Variableウ
ィンドウを閉じると、新しい式がVariables module listに
表示されます。 

式が完成し、Variableリストで見つかったら、他の変数と同様に
ログ、チャート、スクリプトで式を選択できます。 

 

 
図28. 式の変数
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▲ 

スクリプトタブ 
スクリプトは、FlowVision 2.0™で自動コマンドセットを作成するのに使用しま
す。Scriptsモジュールは、接続されたフローデバイスからデータを送受信する
機能です。スクリプトは、指定した時間間隔または特定の条件が満たされたと
きに実行するように設定でき、アプリのニーズに合わせたカスタム関数を実装で
きます。 

スクリプトの作成 
以下の手順で、モジュールの保存項目リストにスクリプトを追加します。 

1. Scriptsモジュールの検索バーの右側にある緑色の+記号をクリックします。 

2. 新しいスクリプトの名前を定義し、Addをクリックします。Edit Scriptウィンドウが
開きます。 

3. スクリプトの実行に使用するパラメータを設定します。パラメータには、時間、条
件、変数、アクション、値を使用して、非常に詳細な操作をすばやく実行できま
す。スクリプト内でスクリプトを実行することもできます。 

4. 必要なパラメータを設定したら、Edit Scriptウィンドウの右下にあるApplyボタ
ンをクリックします。 

Edit Scriptウィンドウ 
図29 参照 

Delete（削除） 
スクリプトの編集ウィンドウの左下には、Deleteボタンがあります。Delete
をクリックすると、確認ウィンドウが表示されます。Yesをクリックすると、スクリ
プトが削除されます。Noをクリックすると確認ウィンドウが閉じ、スクリプトの
編集ウィンドウに戻ります。 

Export（エクスポート） 
Deleteボタンの横にExportボタンがあります。Exportをクリックすると、
Windowsのファイルエクスプローラーが開き、スクリプトをJSONファイルとし
て保存できます。 

Import（インポート） 
スクリプトをインポートする場合はImportボタンをクリックします。 
Windowsファイルエクスプローラーが開き、JSONファイルが開きます。   

図29. Edit Scriptウィンドウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Clone（クローン） 

Cloneボタンをクリックすると、スクリプトのコピーが作成され、Scripts
モジュールの保存済み項目リストに直ちに表示されます。コピーされた
スクリプトの名前は、クローンされたスクリプトと同じ名前で、末尾に 
「copy」が付きます。 

スクリプトアクション 
• Log Action：ログを実行、停止、または1行に書き込む 

• Apply Setpoint：コントローラーデバイスのセットポイントを変更する 

• Change Gas：デバイスのガスタイプを変更する 

• Tare：デバイスのゼロを設定する 

警告：風袋流量は、デバイス内にガスの流れがない

場合にのみ測定してください。風袋引き圧力は、

デバイスが大気に解放されている場合にのみ

設定してください。 

• Reset Totalizer：積算機能が設定されている場合は、積算値をゼロ
にリセットする 

• Display Data Frame：デバイスからのデータの単一フレームを表示 

• Delay：次のアクションを実行する前に、指定された時間待機する 

• Conditional Actions：条件を評価し、評価結果に基づいてアクション
を実行する 

• Display Numeric Value：スクリプトの出力に数字を表示する 

• Display Condition：スクリプト出力に条件（true/false）を表示する 

• Display Message：スクリプトの出力に任意のメッセージを表示する 

• Loop: スクリプトをループで数回、または条件が成立している間実行する 

• Run Script：FlowVision 2.0™に保存されている別のスクリプトを実
行する 

• Change Conditional Variable：条件変数の値を変更する
（true/false） 

• Change Numeric Variable：数値変数の値を変更する 

• Change Device Variable：デバイス変数の値を変更する 
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スクリプトタブ 
図30 参照 

タブの左上にはスクリプトタイトル、タイトルの右にはEditボタンがあります。 

• スクリプトを編集するには、Editボタンをクリックします。Edit Scriptウィン
ドウが開き、スクリプトのパラメータを変更できます。 

タブの中央には、スクリプトから受信した出力情報が表示されます。出
力情報とタイトルバーの間には、スクリプトアクションパネルがあり、追加
機能を提供するボタンが表示されます。 

• Run Scriptをクリックしてスクリプトを開始します。 

• Cancelをクリックして実行中のスクリプトを中止します。 

• スクリプトの実行中にデバイスのポーリングレートを編集するには、
Device Timing ( ) をクリックします。 

• Clear ( ) をクリックすると、そのスクリプトで現在表示されてい
る すべての出力情報を消去できます。 

• Toggle Font Face ( ) をクリックすると、出力フィールドで使用されるフ
ォントをセリフ体/サンセリフ体で切り替えられます。 

• Increase Font Size ( ) をクリックすると、出力フィールドで使用されるフ
ォントのサイズを大きくできます。 

• Decrease Font Size ( ) をクリックすると、出力フィールドで使用されるフォ
ントのサイズを小さくできます。 

• Duplicate ( ) をクリックすると、同じスクリプトの新しいタブを作成します。 

スクリプトのサンプル 
図31 参照 

以下は、10秒間の流量を積算するデバイスのスクリプト例です。スクリプ
トアクションで説明したように、スクリプトでできることを指示する方法はさ
まざまです。これは、スクリプトで可能なことのほんの一例です。 

1. デバイスに0のセットポイントを適用する 

2. 変数TotalのNumeric Variableを0に変更する 

3. デバイスの積算値をリセット（Reset Totalizer）する 

4. デバイスにセットポイント1を適用する 

5. 10秒間待機（Delay）させる 

6. デバイスに0のセットポイントを適用する 

7. 1秒間待機（Delay）させる（システムが均等化する） 

8. 定義されたログに1つのエントリーを記録する（ログアクション） 

9. User Numeric Variableで、Numeric Valueを表示する 

お使いのデバイス用のスクリプトを書くのにサポートが必要な場合は、
Alicatサポート（2ページ）までお問い合わせください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図30. スクリプト実行中 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図31. スクリプト例
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ターミナル 
図32 参照 

Terminalsモジュールは、FlowVision 2.0™内のASCIIターミナ
ルを通してAlicatデバイスと通信します。 

Devicesモジュールで利用可能なアクティブデバイスがある場合、使
用中の各COMポートに対して新しいターミナルが自動的に作成され、
Terminalsモジュールの下に表示されます。 

新しいターミナルセッションを開始するには、Terminalsモジュールの
検索バーの右にある緑色の+記号をクリックします。新しいターミナルウ
ィンドウで、デバイスが接続されているCOMポートとボーレートを入力
します。Connectをクリックして値を確認し、接続を開きます。 

• 接続に成功すると、ワークスペースにターミナルタブが開きま
す（図32）。 

• 接続に失敗すると、設定が正しく入力されたかどうかを確認するため
のエラーウィンドウが表示されます。成功した場合、ターミナルはデフォ
ルトの名前を割り当て、COM ポートとボーレートがTerminalsモジ
ュールの下に表示されます。 

 

ターミナルアクション 
図33 参照 

ターミナルには、ターミナルの消去、フォントやフォントサイズの変更など、
機能性を高めるためのさまざまなオプションがあります。 
• Send（右下の右矢印）をクリックするか、キーボードの

Enterキーを押すと、デバイスにコマンドを送信できます。 

• 新しいコマンドを入力する際、Auto Clear Input（入力
自動消去）ボタン（一番左のゴミ箱が動いているアイコン：

）を切り替えることで、入力ボックスを自動的に消去しま
す。 

• シリアルインターフェイスにライブ通信を表示するには、Show Live 
Communication（ライブ通信表示）ボタン（アンテナアイコン：

）を切り替えます。 
• 入力行または出力ボックス内のすべてを消去するには、Clear 

Terminal（ターミナル消去）ボタン（右上のごみ箱アイコ
ン： ）をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
ターミナルタブでは、出力ボックスがターミナルタブ上のスペースの大部
分を占め、デバイスが応答する場所になります。タブの下部にある
Input（入力）行には、デバイスコマンドが入力されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図32. Terminalsタブ 
 
 
 

図33. ターミナルアクション（左から）：入力自動消去、ライブ通信表
示、ターミナル消去、フォント切替、フォントサイズ縮小、フォントサ
イズ拡大、複製 

 
• 出力フィールドで使われるフォントは、 Toggle Font Face（フォント

切替）( ) ボタンで、セリフ体/サンセリフ体に切り替えられます。 

• Increase Font Size（フォントサイズ拡大）( ) をクリックすると、
出力フィールドで使用されるフォントのサイズが大きくなります。 

• Decrease Font Size（フォントサイズ縮小）( ) をクリックすると、
出力フィールドで使用されるフォントのサイズが小さくなります。 

• Duplicate（複製）( ) をクリックすると、同じスクリプトの新しいタブ
を作成できます。 

ターミナルタブを介したデバイスとの通信方法については、デバイスの取
扱説明書またはSerial Communications Primerを参照してくだ
さい。
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▲ 

FlowVision 2.0™の設定 
設定モジュールは左下にあります。このモジュールでは、いくつかのオプ
ションを切り替えられます。 

グレー色のボタンをクリックしてオプションを有効にします。クリックすると、
ボタンが右に切り替わり、有効になったことを示す赤色に変わります。各
オプションの説明は、各タイトルの下に記載されています。 

 

Bootloader（ブートローダー） 
図34 参照 

Bootloader（ブートローダー）はCOMポートを通してデバイスに
接続し、ファームウェアを更新します。一度にアップデートできるデバイス
は1台のみで、アップグレード中はCOMポート上の他のすべてのデバイ
スとの通信が停止します。アップグレードを開始する前に、Alicatサポ
ートからファームウェアファイルを入手する必要があります。お使いのデバ
イスに対応する最新のファームウェアバージョンを入手するには、Alicat
社に直接お問い合わせください。 

警告：互換性のないファームウェアで装置をアップデートしよう

とすると、デバイスが損傷し、機能しなくなることがありま

す。ファームウェアは、Alicat Scientific社によって承

認・提供されたもののみを使用してください。 

デバイス上でブートローダーを実行する方法： 

1. アップグレードするデバイスのCOMポート、ボーレート、IDを定義します。 

2. Connectをクリックします。ブートローダーはCOMポート上の全デバイスの
ポーリングを停止し、アップグレード対象の選択されたデバイスを読み込み
ます。Statusフィールドには、デバイスの現在のファームウェアと、接続時に
発生したエラーが表示されます。 

3. Browseをクリックし、Alicatサポートから提供されたファームウェアファイル
を選択します。 

4. 準備ができたら、Program Deviceをクリックします。アップグレードが完
了するまで、しばらく時間がかかる場合があります。 

 
警告：ブートローダー実行中は、デバイスをCOMポートから外

したり、ソフトウェアを閉じたりしないでください。デバイス

が破損し、機能しなくなる可能性があります。 

5. ブートローダーが正常にアップグレードを完了した後、ブートローダーを閉じ、
FlowVision 2.0™を再起動させ、デバイスの電源を入れます。 

 
注：Bluetooth経由ではアップグレードできません。COMポー

ト経由でデバイスを接続する必要があります。 
 

 
 
 

 
 
Master Reset（マスターリセット）を実行することで、すべての設
定を工場出荷時の設定に初期化できます。Runをクリックすると、す
べてのデータと設定を削除するかどうかを確認するプロンプトが表示さ
れます。リセットを実行する場合はYesを選択します。Noを選択する
と、プロンプトが閉じ、何も変更されません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図34. Bootloaderウィンドウ

▲ 

! 
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FlowVision 2.0™のアップデート 
図35、36、37 参照 

新機能やバグ修正は定期的にリリースされます。FlowVision 
2.0™では、新バージョンが公開されるたびにアラート通知が表示
され、ソフトウェアから直接アップデートできます。 

各新バージョンでの変更内容を確認するには、設定モジュールの
上部にあるChangelogをクリックします。新しいアップデートタブが
開き、各新バージョンの最新機能とバグ修正が表示されます。また、
タブの右上には、FlowVision 2.0™の現在のバージョンの概要
が、最新バージョンとともに表示されます。現在のバージョンが古い
場 合 は 、 緑 色 の Update ボ タ ン が 表 示 さ れ ま す 。 ま た 、
FlowVision 2.0™のタイトルバーには、ウィンドウの右上隅にある
最小化ボタンの隣に、青色のUpdate Availableボタンが表示
され、利用可能なアップデートを確認できます。 

FlowVision 2.0™をアップデートするには、Updatesタブの緑の
Updateボタン、または青色のUpdate Available通知のいず
れかをクリックします。アップデートするかどうかの確認画面が表示さ
れるので、続行する場合はYesをクリックします。ソフトウェアは新し
いインストールファイルをダウンロードし、実行します。ダウンロードの
進行状況は、青色のUpdate Available通知と同じ場所に表
示されます。アップデートが完了すると、FlowVision 2.0™はいっ
たん終了し、再度開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図35. Updatesタブ 

 

 

図36. 現在の最新バージョンとアップデート可能な通知
およびアップデートボタン 

 
図37. 最新アップデートのダウンロード
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! 

トラブルシューティング＆よくある質問 
 

FlowVision 2.0™をアンインストールしたい 
FlowVision 2.0™をアンインストールするには、WindowsのコントロールパネルまたはWindows設定のアプリセクションからプログラムの追加と
削除機能を使用します。FlowVision 2.0™をプログラムグループから選択し、アンインストールできます。サポートが必要な場合は、システム管理
者に相談するか、Windowsの操作マニュアルをご参照ください。 

AlicatデバイスをFlowVision 2.0™に接続できない 
以下の手順で各項目をご確認ください。 

1. Alicatデバイスとコンピュータ間のすべての接続を確認する 

2. Alicatデバイスに電源が入っていることを確認する 

3. FlowVision 2.0™が最新バージョンであることを確認する（24ページ） 

4. 通信ケーブルが正しく接続・設置されていることを確認する（Alicatのピンアウトを確認するには、alicat.com/models/communications-
cables/にアクセスしてください） 

5. Windows HyperTerminal（ハイパーターミナル）を使用し、フローデバイスに付属のマニュアルの指示に従って、コンピュータと接続できることを確認
する 

6. 上記を試しても問題が解決しない場合は、Alicatサポートにお問い合わせください（2ページ） 

 

FlowVision 2.0™が正常にインストールされない 
1. コンピュータがFlowVision 2.0™を実行するための最小要件を満たしていることを確認する 

2. コンピュータが必要条件を満たしていても問題が解決しない場合は、Alicatに直接サポートをリクエストしてください（2ページ） 

 

記録したログデータが見つからない 
1. モジュールパネルのログの右にある歯車アイコンをクリックする 

2. 表示されるEdit Logウィンドウで、Fileテキストフィールドの右にある開いている赤いフォルダアイコンをクリックする。Windowsのファイルエクスプローラ
ーが開き、データの場所が表示されます 

 

FlowVision 2.0™またはAlicat製品に関する詳細情報またはサポー
トについては、Alicatまでお問い合わせください（2ページ参照）。 

注：Alicat Scientific, Inc.は、本取扱説明書に記載されている製品について、いつでも予告なく変更、改良する権利を有しま

す。本マニュアルには著作権を留保します。本書の全部または一部を、著作権者の書面による事前の承諾なしに、商業目

的で複写、複製、翻訳、電子媒体または機械可読形式に変換することはできません。 

注：当社はAlicat Scientificの製品を個別的に、また文献を通じてサポートしていますが、製品がその用途に適合するかどうかを判断するのはユーザー

の責任です。メーカーは、生命維持装置の用途やシステムにおける製品の使用について、保証や責任を負うものではありません。 ! 


